
橋橋北北小小学学校校開開校校
４月８日（月）は、橋北小学校のスタ

ートである「開校式」が四日市市・四日

市市教育委員会主催で行われました。市

議会を代表して加納副議長、地元の村山

市議会議員、地域の自治会や関係機関の

代表の方々を来賓として迎え、田中市長、

相可教育委員長、田代教育長、葛西教育

監等の市及び市教育委員会の方々、学校

からは２年から６年生の児童、全教職員

が参加しました。橋北小学校が開校にい

たるまでの多くの方々のご努力･ご協力に感謝するとともに、それぞれが力を合わせていい

学校づくりをしていこうという決意を確かめ合う式になったものと思います。

特に６年生の子どもたちが、校歌「いつでも どこでも」をきれいな歌声で体育館に響か

せ、「いよいよスタートだ」という気持ちを大いに盛り上げてくれました。

校歌の作曲者である橋本 祥
しょう

路
じ

さんからは、「皆さんの豊かな心と歌声でこの校歌を育て

ていってほしいと願っています。」といったメッセージをいただいています。この校歌を子

どもたちが豊かに歌えることは、まさしく子どもたちが豊かに育っていることの証である

と言えます。子どもたちと一歩一歩しっかり歩んでいきたいと思います。保護者、地域の

皆様のご支援･ご協力をよろしくお願いいたします。

開校間際の橋北小学校に第１回

の新入生 29 名を迎えました。緊張

の面持ちで６年生の子どもと手を

つないで入学式の会場に入場する

１年生。きっと小学校生活への期待

と不安が渦巻いているのでしょう。

入学式では、話をしっかり聞いたり、

問いかけにきちんと応えようとし

たりなど、どの子どももしっかりし
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た態度でした。これから小学校での生活が始まりますが、保育園や幼稚園とのつながりを

考慮しつつ、期待も大切にして、一つ一つのことを覚えたり、慣れたりできるようにして

いきたいと思います。

式では、１年生に「これから次の３つの木の芽を育てて大きな木にしてほしい。」と話し

ました。

【話の骨子】

「あいさつの木の芽」

「おはよう」「こんにちは」「さようなら」といろんな挨拶があります。元気な挨拶の

声を聞くだけで、明るくなったり気持ちがよくなったりします。

「親切の木の芽」

周りの人に親切にすると「ありがとう」といってくれます。自分が親切にされると「あ

りがとう」と言います。そんなときみんな笑顔になります。そうやって友達がふえると、

遊ぶ時も勉強する時も楽しくなります。

「がんばりの木の芽」

これから「できること」や「わかること」がひとつひとつ増えていきます。うまくで

きないことがあっても、すぐにあきらめないでがんばりましょう。がんばれば、この木

には大きな花が咲きます。いっぱい花を咲かせましょう。

黄色いカバーをかけたランドセルを背負っている子どもが１年生です。まだまだ、登下

校にも慣れないところがあります。見守りをよろしくお願いいたします。

平成２５年度 橋北小学校の児童数です

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 つばさ(特別支援学級） 計

児童数 ２７ ３６ ３１ ４０ ３１ ４６ ３ ２１４

学級数 １ ２ １ １ １ ２ １ ９

橋北小学校教職員・支援スタッフです

校長   伊藤 均
ひとし

教頭   門脇 寿
す

美
み

１Ａ    岡田 凉子

２Ａ    小林 友恵

２Ｂ    鈴木 裕
ゆ う

子
こ

３Ａ    山本 尚子

４Ａ    寺尾 奈江美

５Ａ    和田 志
し

登士
と し

６Ａ    松井 佑輔

６B    位田 直子

つばさ  野口 幸
ゆき

代
よ

介助員 橋本 由美子

専科・少人数授業

天野 敏光【３・５・６図工 ５書写・算数 ４国語】

清水 直美【３・４・５・６音楽 １・３算数】

佐々木 恵【５・６家庭 ４理科 6 算数】

坂倉 志保【１・２音楽 ４書写・算数】

養護教諭   伊藤 法
のり

子
こ

英語指導員 カメロン・ロンバード

栄養教諭   喜多 若菜

相談・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 福島 順子  竹中 薫
かおり

事務      濱﨑 久代

用務      飯田 佳子

給食調理   上村 裕美  小松 桃子  前川 麻紀子

図書室    鳴川 敏美

パソコン室  長谷川 有美子

学年 教科

斜体は少人数

よろしくお願いします


